
 

 

 

 

 

 これは、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

（1868年
ねん

～1912年
ねん

）の終
お

わりごろ

から大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

（1912年
ねん

～1926年
ねん

）の初
はじ

めごろにかけて、

全
ぜん

国
こく

の女
じょ

学
がく

生
せい

が着
き

ていた着
き

物
もの

と 袴
はかま

を参
さん

考
こう

にして作
つく

っ

たものです。「女
じょ

学
がく

生
せい

」とは、おもに、1891年
ねん

ごろから

1947年
ねん

まで、12歳
さい

から 17歳
さい

くらいの女
じょ

子
し

が通
かよ

っていた

「高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

」の生
せい

徒
と

のことです。そのころ、高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

に通
かよ

うことができるのは、勉
べん

強
きょう

がとてもよくできて、

家
いえ

が裕
ゆう

福
ふく

な、ごくかぎられた人
ひと

だけでしたので、女
じょ

学
がく

生
せい

たちは自
じ

信
しん

にあふれた 表
ひょう

情
じょう

でこの衣
い

装
しょう

を身
み

につけていたことでしょう。   

昔
むかし

はおとなしくしていることがよ

いとされていた女
じょ

性
せい

も、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

には、活
かつ

動
どう

的
てき

に体
からだ

を動
うご

かす

ほうがよいと考
かんが

えられるようになりました。女
じょ

子
し

の制
せい

服
ふく

にも

動
うご

きやすさが求
もと

められ、着
き

物
もの

のすそを気
き

にせずに動
うご

くことがで

きる袴
はかま

をはくことになったのです。女
じょ

学
がく

生
せい

用
よう

の袴
はかま

は、男
だん

性
せい

用
よう

の袴
はかま

のようなパンツ型
がた

ではなくスカート型
がた

に仕
し

立
た

てられ（行
あん

 

灯
どん

袴
はかま

）、動
うご

きやすく、着
き

ている姿
すがた

が美
うつく

しいことから、またたく間
ま

に全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

まっていきました。合
あ

わせる着
き

物
もの

はおもに綿
めん

素
そ

材
ざい

で、それぞれに好
す

きな色
いろ

や柄
がら

の着
き

物
もの

を着
き

ていましたが、矢
や

絣
がすり

（→）などが人
にん

気
き

の柄
がら

だったよ

うです。袴
はかま

の色
いろ

は、はじめに海
え

老
び

茶
ちゃ

（ 紫
むらさき

がかった暗
くら

い赤
あか

色
いろ

）

が流
りゅう

行
こう

し、その後
ご

、 紫
むらさき

色
いろ

やオリーブ色
いろ

がはやりました。 

けんぱくものしりシート 

201６年
ねん

12月
がつ

 

体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

室
しつ

―№13 

女
じょ

学
がく

生
せい

装
しょう

束
ぞく

 

 

大
たい

正
しょう

10年
ねん

の女
じょ

学
がく

生
せい

 



参
さん

考
こう

『近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

学
がっ

校
こう

制
せい

服
ふく

図
ず

録
ろく

』創
そう

元
げん

社
しゃ

 2016年
ねん

/『岩
いわ

手
て

近
きん

代
だい

教
きょう

育
いく

史
し

』岩
いわ

手
て

県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

 1981年
ねん

/『女
じょ

學
がく

生
せい

手
て

帖
ちょう

 

 大
たい

正
しょう

・ 昭
しょう

和
わ

乙
おと

女
め

らいふ』河
かわ

出
で

書
しょ

房
ぼう

新
しん

社
しゃ

 2005年
ねん

 他
ほか

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女
じょ

学
がく

生
せい

スタイルは今
いま

でも人
にん

気
き

があり、大
だい

学
がく

生
せい

の卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

などで着
き

られて

います。みなさんもぜひ、体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

室
しつ

で、女
じょ

学
がく

生
せい

気
き

分
ぶん

を味
あじ

わってみてくだ

さいね。                    

  

 

 

 

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（1月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

地
ち

質
しつ

－14 だよ！ 

おたのしみに！ 
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髪
かみ

型
がた

は
、

、頭
あたま

のてっぺんにふたつの輪
わ

をつくり、髪
かみ

の先
さき

をまきつけた「稚
ち

児
ご

髷
まげ

」（下
した

の絵
え

の

髪
かみ

型
がた

）や、西
せい

洋
よう

風
ふう

の結
ゆ

い方
かた

を日
に

本
ほん

人
じん

に合
あ

うように工
く

夫
ふう

した「束
そく

髪
はつ

」（①）、束
そく

髪
はつ

の後
うしろ

の部
ぶ

分
ぶん

をほどいた「束
そく

髪
はつ

くずし」（②）などがありました。岩
いわ

手
て

県
けん

内
ない

では、これらのほかに、「桃
もも

 

。 

女
じょ

学
がく

生
せい

スタイル着
き

こなし例
れい

 明明
め い

治治
じ

～～大大
た い

正正
しょう

時時
じ

代代
だ い

  

① 

革
かわ

靴
ぐつ

やブーツをはく女
じょ

学
がく

生
せい

もいま

したが、岩
いわ

手
て

では、白
しろ

足
た

袋
び

にふつうの

下
げ

駄
た

や日
ひ

和
より

下
げ

駄
た

（雨
あめ

以
い

外
がい

の日
ひ

にはく、

低
ひく

い歯
は

を入
い

れた下
げ

駄
た

）をはいている女
じょ

学
がく

生
せい

が見
み

られたようです。校
こう

内
ない

のうわ

ばきは、白
しろ

いはなおの麻
ま

裏
うら

ぞうり（ぞ

うりの裏
うら

に、麻
あさ

糸
いと

を平
ひら

たく編
あ

んだひも

をとじつけたもの）でした。 

④ ③ 

② 

割
われ

」（③）「三
み

つ組
ぐ

みおさげ」（④）

なども結
ゆ

われていたようです。 

 

胸
むね

や、袴
はかま

の中
ちゅう

央
おう

などに、

バッジ型
がた

やベルト型
がた

の徽
き

章
しょう

（学
がっ

校
こう

のシンボルマー

ク）をつけていました。 

着
き

物
もの

の袖
そで

は、始
はじ

めの頃
ころ

はふつうの 形
かたち

でしたが、

大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

には、動
う ご

きやす

い「筒
つ つ

袖
そ で

」の着
き

物
も の

を着
き

て

いたようです。 

袴
はかま

の色
いろ

を決
き

めている学
がっ

校
こう

も 

ありました。 

岩
いわ

手
て

県
けん

では、 

●県
けん

立
りつ

盛
もり

岡
おか

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

（今
いま

の盛
もり

岡
おか

第
だい

二
に

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

） 

→れんが色
いろ

 

●東
とう

北
ほく

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

（今
いま

の白
しら

百
ゆ

合
り

学
がく

園
えん

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

） 

→ 紫
むらさき

色
いろ

 

などの例
れい

がありました。 


